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家庭の平和から世界の平和へ―― 

軍事主義に挑戦し、女性に対する暴力を終わらせよう！ 

2012 年の 16 日間キャンペーンは、ひきつづき「家庭の平和から世界の平和へ－軍事主義に

挑戦し、女性に対する暴力を終わらせよう！」をグローバルテーマとします。今年は、ジェ

ンダー暴力と軍事主義の関係に関するアドボカシーにとりくんで 3 年目となります。参加団

体・個人からのフィードバックにもとづき、キャンペーンのグローバル·コーディネーターを

務める「女性のグローバル·リーダーシップセンター（CWGL）」は、今年も参加者と協働し

て、軍事主義に挑戦し、ジェンダーに基づく暴力を永続化させている深い社会経済構造を探

ります。 

 

軍事主義は、女性に対する暴力の主要な根源であり続けています。恐怖の文化をつくり出す

イデオロギーである軍事主義は、紛争を解決し経済・政治的な利益を強化する手段として、

暴力の使用、攻撃、軍事介入を促進しています。軍事主義は私たちの生活するコミュニティ

に、物質面、制度面、文化面、心理面で根深い影響をあたえています。暴力的な男らしさを

高く価値づけ、暴力こそが問題を解決する効果的な方法であると思わせます。軍国主義は、

女性、子ども、男性を含む、私たちの社会全体の安全と安心に深刻な影響を及ぼします。紛



争下の性暴力から、おもちゃの銃の氾濫にいたるまで、軍事主義は女性と男性、家族、隣人、

公的生活、特定の国々に対する私たちのものの見方に影響を与えているのです。1 

2011 年度は専門家で構成されるグループが、グローバルテーマの中から 5 つの優先すべき

分野を特定しました。 

 

2011 年は、世界各地の専門家グループの会議によって、5 つの優先分野（①女性に対する

政治的暴力、②小型武器の拡散と DV への影響、③紛争時および紛争後の性暴力、④性暴力

やジェンダー暴力の加害者としての国家公務員の役割、⑤軍事主義とジェンダー暴力の関連

性に挑戦する女性運動、平和運動、人権運動の役割）に焦点を当てました。今年は、昨年の

キャンペーン参加者のフィードバックにもとづいて、5 つの中から以下の 3 つの分野に焦点

をあてます。2 

 

１．国家権力の担い手による暴力 

政府および国家権力の担い手（軍人、警察、公安、官僚、公務員等を含む）は、軍事主義イ

デオロギーと「国家安全保障」の必要という論理を用いて、暴力と脅迫を「安全保障」の手

段にすり替え、政治的目標を達成するために暴力を用いることがしばしばあります。軍内部

の性暴力、暴力被害を訴える女性に対する警察の脅し、当局による嫌がらせや威嚇、エジプ

トで起きた女性のデモ参加者に対する「処女テスト」、また軍事基地周辺で生活し働く女性た

ちに対する暴力の頻発が示しているように、軍事主義の暴力文化の中では、国家権力を担う

立場の者たちは、何の責任も問われずに犯罪を犯すことができると信じているのです。はば



ひろい権利問題に取り組む女性の人権活動家も標的にされています。国家が説明責任をまぬ

がれていること、性暴力およびジェンダー暴力の犯罪者が処罰されないままでいることは、

世界各地において、軍事主義を終わらせるうえで深刻な課題となっています。 

 

２．ドメスティックバイオレンス（DV）と小型武器 

女性団体が長年取り組んできた問題である DV は、世界中のどの国でも、いまだに起き続け

ています。世界中の大半の女性が、人生の中で、親密な関係にあるパートナーから暴力を受

けた経験があると推定されています3。女性と子どもを脅かし、傷つけ、殺害することのでき

る銃やナタなどの小型武器が家庭内に存在するとき、DV はよりいっそう危険なものになり

ます。これら小型武器は、女性に対する暴力を容易にするだけでなく、暴力的な男らしさを

永続させる役割をも果たしています。紛争下でも平時でも、より多くの銃があることは、女

性にとってより多くの危険があることを意味しているのです。そこで今年も、小型武器の売

買および拡散が、DV など女性に対する暴力において果たす役割について引き続き検討して

いきます。これまで法改正や被害女性支援において重要な進展がありましたが、多くの女性

団体がなおこの緊急課題に取り組み続けています。 

 

3．紛争時および紛争後の性暴力 

紛争時と紛争終結後の性暴力は、ジェンダー化された政治的ヒエラルキーを強化する手段と

して、また、恐怖心を煽り、女性とその家族、コミュニティを辱め、罰するための戦術とし



て利用されます。この犯罪に対する関心は近年高まっていますが、身体的、心理的、社会的

に著しい影響を及ぼす性暴力は、女性の安全と社会への再統合に対する主要な障害であり続

けています。武力紛争がもたらす不安定性と危険は、女性に対する暴力を悪化させ、激化さ

せ、広がらせ、命にさえ関わるものにしてしまいます。そして目に見える紛争が終わったあ

とも、軍事化された環境が続けば、家庭やコミュニティにおける性暴力は高い割合で続くこ

とになります。多くの女性団体は、女性に対する軍事化された暴力が紛争終結後も続くこと

を指摘し、「紛争下」と「紛争後」という人工的な言葉の区別を批判してきました。 

 

今年の 16 日間キャンペーンは、政府に責任をとらせ、ジェンダー暴力を容認している構造

に挑戦するために、私たち女性の権利活動家に何ができるかを熟考する機会となるでしょう。

例年のように CWGL は、活動家がそれぞれの背景に関連した問題に焦点を当てるために 16

日間キャンペーンを活用して欲しいと思います。このキャンペーンに参加することで、ジェ

ンダー暴力に反対するアドボカシー活動や啓発活動を行う機会を得ることができるだけでな

く、黙っていることを拒絶する他の国々や地域の女性たちに、自分たちの声を届けることが

できます。ジェンダー暴力は、さまざまなレベルで私たちすべてに影響を与える問題です。

政府はこうした状況において応答し、保護し、防止する責任があるのです。 

 

16日間キャンペーンとは 

ジェンダー暴力と闘う１６日間キャンペーンは、ジェンダーに基づく暴力を終わらせるグロ



ーバルキャンペーンです。女性に対する暴力撤廃デー（11 月 25 日）と国際人権デー（12

月 10 日）をつなぐ 16 日間は、女性に対する暴力が人権侵害であることを象徴的に示してい

ます。この期間に、世界各地で女性に対する暴力の撤廃にとりくむ数多くの団体や個人がさ

まざまな取り組みをおこなうことで、社会に問題をうったえ、グローバルな連帯を強めます4。 

 

2012年行動キット 

グローバルコーディネーターの CWGLは、あなたの 16 日間キャンペーン活動に役立つ 2012

年テイク·アクション·キットを開発しています。このキットは８月から複数の言語で利用で

きるようになります。参加者はウェブサイト（http://16dayscwgl.rutgers.edu ）でダウン

ロードするか、ハードコピーを取り寄せることができます。ウェブサイトのキャンペーン・

カレンダーに、あなたが行うイベントを忘れずに書き込んでください！ありがとうございま

した！ 

 

さらにくわしく 

 16 日間キャンペーンオフィシャルサイト: http://16dayscwgl.rutgers.edu   

 イベントカレンダーへの投稿・検索: 

http://16dayscwgl.rutgers.edu/campaign -calendar  

 メーリングリスト: 

https://email.rutgers.edu/mailman/listinfo/16days_discussion  

http://16dayscwgl.rutgers.edu/
http://16dayscwgl.rutgers.edu/campaign-calendar
https://email.rutgers.edu/mailman/listinfo/16days_discussion


 Facebook:  http://www.facebook.com/16DaysCampaign   

 Flickr: http://www.flickr.com/photos/16dayscampaign   

 Twitter: https://twitter.com/#!/CWGL_Rutgers   

 16 Days Twitter hashtag: #16days  

 YouTube: http://www.youtube.com/user/CWGLRutgers   

 Email :  16days@cwgl.rutgers.edu  

 

Translated by: Sumire Hamada, Asia-Japan Womenõs Resource Center 
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